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残り 1ヵ月しかない，されど 1ヵ
月はある

　皆さんがこの記事をご覧になる頃は，各予備校
の全国模試が実施される時期で，本試験が間近に
迫ってきたことを実感されているでしょう。
　模試の結果は，これまで頑張ってきたことの成
果が点数や判定といった形で明確にわかるもので
すから，手応えを感じて俄然やる気がわいてきた
方もいらっしゃると思います。一方で，惨憺たる
結果に意気消沈してしまった方や，やる気が失せ
てしまった方もいらっしゃるかもしれません。模
試と言えども，本試験同様に悲喜こもごもです。
　私の受験生時代，模試の結果はC判定でした。
大半の皆さんと同様に，会社員として働きながら
の受験勉強ではありましたが，毎週末通学講座に
行き，月間の平均学習時間は130時間程度でした。
　当時，人一倍頑張っている自信があったにもか
かわらず，模試の 7科目総得点が360点台だった
私は，単純計算で 1 科目あたり10点近くを上乗
せしなければならない現実に目の前が真っ暗にな
り，途方に暮れたものです。そこで，同じ予備校の
先輩に相談したところ，こんな風に言われました。
　「まだ 1ヵ月もあるんだから，合格レベルまで
十分に伸ばせるよ」

1ヵ月で合格レベルに到達するため
に不可欠なこと

　当時の私は，残り 1ヵ月で合格点の420点に到
達するために，不足している60点分の実力を身
につける方法として，先輩から 3 ステップのア
ドバイスを受けました。

現状把握

目標設定

ToDo or
Not ToDo

模試と答練の自分の点数と平均点から, 科目
ごとの実力を正確に把握する

科目ごとの本試験における目標点数を設定
し，現状とのギャップを把握する

ギャップを埋めるために，やるべきことと
やらないことを決める

⑴　現実を直視せよ！

　模試や答練の結果が芳しくないと，とても情け
なく苦しい気持ちになるものです。でも，考えて
みてください。それまでにどれほど悪い点数を取
っても合否に関係はなく，本試験で合格点を取れ
れば良いのです。落ち込んだり迷ったりしても，
1点の上乗せにもなりません。
　ここで必要なのは，嫌なこと（＝悪い点数）か
ら目を背けずに現状を受け入れることです。まず
は，全受験科目の答練や模試の点数と平均点を，
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